年末御挨拶
平素は全国農村整備建設業協会に対し、格別のご指導・ご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

本協会は農業農村整備を中心とした地元中小建設業者で組織する団体で、地方における雇用や災害時の緊急対応など、地元に密着した活動により地域の発展に貢献しているところであります。

農業農村整備関係予算は平成22年度に大幅に削減された後、土地改良関係者の皆様方のたいへんなご努力によりまして順調に回復し、私共地元建設業界の厳しい経営状況にもようやく明るい兆しが見えてまいりました。　　  　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こうした中、ウクライナやパレスチナ紛争の勃発や世界的な異常気象に対し、食料安全保障の観点から、今後とも農業生産基盤の整備と農村環境の改善を図りつつ、更に、東日本大震災や能登半島地震からの復旧・復興や、今後起こりうる地震・洪水への防災・減災対策を進める必要があり、本協会といたしましても引き続き事業の推進に協力し、地域の発展に貢献して参る所存であります。　　

つきましては、令和６年度補正予算の確保、令和７年度当初予算の概算要求額の満額確保、新規採択地区の計画的推進に加え、地元企業の受注機会の一層の拡大、工事現場の環境改善等について特段のご高配を賜りますよう謹んで要望申し上げます。
全国農村整備建設業協会　

会 長   木 全 哲 久　　
